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ある 時、 半 七 老人 をたず ねる と、 老人 は 私に 訊いた。 

きとう 

「あなたに 伺ったら 判る だろうと 思う のです が、 几董 

と いう 俳諧師 は どんな 人です ね」 

時 は 日清戦争 後で、 ホト トギス 一派 その他の 新 俳句 

勃興の 時代で あたから、 わたし も いささか その 心得 は 

ある。 几董を 訊かれて、 わたし はすぐ に 答えた。 彼 は 

ぶ そん 

蕪 村の 高弟で、 三代 目 夜半 亭を 継いだ 知名の 俳人で あ 

ると 説明す ると、 老人 はうな ずいた。 

「そうです か。 実は このあいだ 或る 所へ 行きましたら、 



た い そう 繁昌、 お 線香 やお 賽銭が おびただしい もので 

あつたと 云います。 どうで 縛るならば、 繁昌の 地蔵 さ 

ま を 縛った 方が 御利益が ある だろうと 云う わけで しょ 

、つ。 

その 御利益が あつたか 無かった か 知りません が、 前 

にも 申す 通り、 流行り もの はす たれる 道理で、 一 時繁 

昌の 縛られ 地蔵 も 三、 四 年の 後に はだん だんに 寂れて、 

参詣の 足 はふた たび 本家の 林 泉 寺に むかうよう になり 

ました。 これからのお 話 は 安政 六 年 七月 以後の 事と 御 

お お 

承知く ださい。 去年の 安政 五 年 は 例の 大コ ロリ で、 江 

戸 じゅう は 火の 消えた ような 有 K でした から、 ことし 



さま は 身動き もしない。 待て ど 暮らせ ど、 いっこうに 

踊り 出さない のです」 

「不思議で すね」 

「不思議です。 みんな も 不思議 だと 云いながら、 四ッ 

(午後 十 時) 頃まで は 待って いたので すが、 地蔵 さま は 

冷たい 顔 をして びくと も 身動き もしない ので、 とうと 

う 根負けが して ぞろぞろと 引き揚げました。 八月 十四 

日で、 今夜 はいい 月でした。 明くる 晚は 月見です から 

参詣人 も 少ない。 それから、 十六、 十七、 十八、 十九 

の 四日 間、 地蔵 さま はちつ とも 踊らない ので、 みんな 

あて 

的が はずれました。 



陽気 も 涼しくな つて、 コロリ もお いおい 下火になつ 

たので、 地蔵 さま も 踊ら なくなつ たの だと 云い 触らす 

者 も ありまし たが、 ともかくも 地蔵 さま はもう 踊らな 

い という 噂が 立 つたので、 参詣人 もぱ つ たりと 絶えて 

しまいました。 すると、 ここに 又 ひとつの 事件が 

出来 しました」 

「どんな 事件が …… 。 やはり 高 源 寺に 起こつ たんです 

か」 

「そうです よ」 と、 老人 はうな ずいた。 「八月 二十四日 

おたん すまち 

の 朝、 小石 川 御簞笥 町に 屋敷 を 持って いる、 今 井善吉 

ちゅうげん 

郎 という 小 旗本の 中間 武 助が 何 かの 用で 七ッ半 (午 



後 五 時) 頃に、 この 高 源 寺 門前 を 通りながら、 何 心な 

く 地蔵 堂 をの ぞくと、 薄暗い なかに 人らしい 姿が 見え 

る。 近寄って よく 見る と、 ひとりの 女が 縛られて いる _ 

女 は 荒 網で 厳重に 縛られて いるので す」 

「縛られ 地蔵に 女が 縛られて いる …… 。 面白いです 

ね」 

「面白い どころ じ やない。 女 はもう 死んで いるら しい 

ので、 武助 もお どろき ました。 しかし 自分 は 先き を 急 

ぐので、 そんな 事に かか リ 合って はいられない。 丁度 

に 表の戸 を 明け かかった 近所の 酒屋の 若い者に それ を 

教えて、 自分 は そこ を 立ち去りました。 さあ 大騒ぎに 



も それらし い 女の 姿 を 見かけた 事 はない と 申し立てた _ 

その 風俗 を みても、 江戸の 者で ない らしい 事 は 判って 

きんちゃく こぜに 

いた。 女 は 木綿の 巾着に ちっとば かり 小銭 を 入れて 

いる だけで、 ほかに 証拠と なる ような 品物 を 身に 着け 

ていなかった。 死体 は ひとまず 高 源 寺に 預けられて、 

心 あたりの 者の 申し出 を 待つ ほか は 無かった。 

しかし それが 他殺で ある 以上、 唯 そのままに 捨て置 

くわけに は 行かない。 八丁 堀 同心の 高見 源 四 郎は半 七 

を 呼び付けた。 

「高 源 寺の 一 件 はおめ え も 薄々 聞いて いるだろう が、 

寺社の 頼み だ。 一 つ 働いて くれ」 



何事 か 出来 する だろうと 内々 睨んで いると、 案の 通り、 

こんな 事に なりました。 こうな つたら 遠慮 はねえ、 山 

師 坊主 を 片っぱ しから 引き 挙げて 泥 を 吐かせましょう 

ゝ I 

力」 

「そう 手っ取り早 くも 行かね え」 と、 半 七 はすこし 考 

えていた。 「まあ ひと 通り は 順序 を 踏んで、 こっちで 

も 調べ る だけの 事 は 調べ て 置かな けり や あなら ねえ。 

相手に 悪 強情 を 張られる と 面倒 だ。 そこで、 その 地蔵 

が 十四日から 踊ら なくなつ たと 云う …… 。 おめえ は 其 

の 訳 を 知ってい るか」 

したび 

「コ ロリも だんだん 下火にな つたのと、 寺社の 方から 



もり じゃあありません かね」 

「そんな 事が ねえと も 云えず、 あると も 云えね え。 と 

も かく も 念のために、 小石 川へ 踏み出して みょう。 現 

場 を 見届けて からの 分別 だ」 

半 七が 子分と 二人 づれ で、 神 田 三 河 町の 家 を 出た の 

は、 二十四日の 七ッ (午後 四時) 過ぎで あつたが、 日 

が 詰まった と 云っても 八月で ある。 足の 早い 二人が 江 

戸川 端 をった つて 小石 川へ 登った 頃に も、 秋の 夕日 は 

まだ 紅く 残って いた。 高 源 寺 は 相当に 広い 寺で、 花 盛 

さるす ぺ リ 

りの 頃に は 定めし 見事で あ つたろうと 思われる 百日紅 

の 大樹が 門を掩 つていた。 



逃げ去った のか。 それ は 一向に わかりません」 

「夜で も ある ことか、 真っ昼間 お預かりの 死骸 を 紛失 

させる と は、 飛んだ ことです ね」 と、 半 七 は 詰問す る 

ように 云った。 

な つ しょ 

「納所の 了哲に 番をさせて 置いた のです が ：：： 」 と、 

僧 も 面目ない ように 云った。 「その 了哲 がちよ つと ほ 

かへ 行った 隙に …… 。 どうも 不思議で なりません」 

死骸の ことに 就いて、 お 住が とかくに あいまいの 返 

事 をして いたの も、 死骸 紛失の 為で あると 察せられた。 

女の 死骸 紛失 を 発見した の は八ッ (午後 二 時) 過ぎの 

ことで、 一 応は 墓地 その他 を 詮索す る やら、 寺 僧が 集 



無し、 容貌 もい い、 顔立ちが 肖て いるので、 ちょいと 

きょうだ い 

見た 時には 姉妹 かと 思 つ た …… 」 

「おい、 亀。 しっかりして くれ」 と、 半 七 は 笑い出し 

た。 「おめえ にも 似合わね え。 それだけ 種が 挙がって 

いるなら、 なぜもう ひと 息 踏ん張ら ねえ。 よし、 よし- 

おれが もう 一 度 出かけよう」 

「出かけます かえ」 

「むむ。 一 緒に 来て くれ」 

五ッ半 (午前 九 時) 頃に 二人 は 再び 小石 川へ 出向い 

た。 その 途中で 何 かの 打ち合わせ をして、 高 源 寺の 門 

とざ 

前に 行き着く と、 地蔵 堂 はきのう の 通りに 鎖され てい 



た、 門 内に はいると、 花屋の 定吉と 納所の 了 哲が鋤 や 

鍬 を 持って 何 か 働いて いた。 

「なに を 働いて いるので す」 と、 半 七 は 近寄って 声 を 

かけた。 

一 一人 は 不意に 驚かされ たように 顔 を 見合わせて いた。 

殊に 定吉は 吃で あるから、 こういう 場合、 すぐに 返事 

は 出ない らしい。 了哲も 渋りながら 答えた。 

< ぼ 

「けさの 雨で、 ここらの 土が 窪みました ので …… 」 

「はは あ、 土が 窪んだ ので、 埋めて いなさる のか」 

云いながら 眼 を 着ける と、 土 は ところどころ 落ちく 

ぼんで、 それが ひと 筋の 道 をな している ように 見られ 



お 住 ははつ としたよ うに 相手の 顔 を 見上げた が、 ま 

た 俄に 眼 を 伏せた。 

ザし ゆ * J ん 

「その 下手人 をお めえ は 知っている のだろう。 おれが 

仇 を 取つ て やる から 正直に 云え」 

お 住 は 強情に 黙って いた。 

「あの 無縁の 石塔 を 引っくり返して、 その 下から 抜け 

道 を こしらえて、 地蔵 を 踊らせた の は 誰 だ。 おめえ の 

姉さん も 係り合いが あるだろう。 姉さんの 色男 は 誰 だ。 

あの 俊 乗と いう 坊主 か」 

お 住 はま だ 俯向いて いた。 

「俊 乗が 姉さん を 絞めた のか。 一体お めえ の 姉さん は 



右衛門の 役に なった。 小坊主の 智心も 時時 は 面白半分 

に 手伝った。 それが 又、 図に あたって、 一旦 は 繁昌し 

たが、 地蔵が 踊るな ど は 奇怪で あると いうので、 寺社 

方から 何 かの 沙汰が ありそうな 噂 もき こえた。 その 詮 

議が むずかしく なって は 面倒で あるから、 もう そろ そ 

ろ 見切 リを 付けようかと 云って いる 時、 八月 十二 日 か 

ぉぢ あら- レ 

ら十 三日に かけて 大風 雨が つづ いた。 

十四日 はぬ ぐった ような 快晴であった ので、 月の 昇 

る 頃から 源 右衛門 はい つもの ように 抜け道へ くぐ リ込 

んだ。 しかも 地蔵 は 踊らないで、 今夜の 参詣人 を 失望 

させた。 源 右衛門 も 再び 出て 来なかった。 不思議に 



一 14 .U びお び に售. ？ < < て マ 」 

縊られ たお 歌 は 生きて、 さらに 俊 乗が 縊れ たので 

あった。 



「お 話 は 先ず ここらで お仕舞いでしょう」 と、 半七老 

人 は ひと 息つ いた。 「事件 はちよ いと 面白い のです が、 

わたくし 共の 捕物の 方から 云えば、 たいして 面倒な 事 

もありませんでした」 
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